情報I ２学期第ＹＹ回授業プリント-1　　 １年　　組　　　番 氏名　　　解答例　　　　　　 



　この部分には、各校で採用されている教科書の内容に沿った説明(指導書などで提供されているもの)を入れてください。





































知識の確認（データの種類）
　数学の授業で少し統計を習ったと思いますが、統計ソフトを用いて大量のデータを素早く自動化して処理することを学びましょう。
　ここで扱う統計ソフトは「Ｒ」というオープンソースのソフトです。オープンソース(無料)なので、大学生になって卒論を書くときのデータ分析にも活用できますね。

　統計処理の方法やソフトの扱いを学ぶ前にデータの扱いについて学ぼう。
　　質的データ　　　　
　名前などのように量として意味を持たないデータのこと(心理学・看護学・社会学系)
　名義尺度　　　　
　電話番号、生徒番号のように、扱うデータを一つ一つ区別するために割り当てられた番号のこと
　順序尺度　　　　
　何かを基準に並べた場合の順番のように、与えられた順序にのみ意味があるもの

　　量的データ　　　　
　値自体を足したり引いたり出来るデータのこと(自然科学系)
　間隔尺度　　　　
　温度や身長にようにそれぞれの差が意味を持つもの。例えば、「温度が30度から31度へ1度高くなった」「21度から20度へ1度低くなった」という場合の1度は同じ1度である。
　比例尺度　　　　
　間隔だけでなく、比が意味をもつ尺度



情報I ２学期第ＹＹ回授業プリント-2　　 １年　　組　　　番 氏名　　　解答例　　　　　　 

統計用語(関数)の確認-1
　　+　：足し算　　　　-　：引き算　　　　*　：掛け算　　　　/　：割り算　　
　　=mod()　：余り(剰余)　　　　^　：べき乗　

統計用語(関数)の確認-2
　　平均　　：=average(範囲) データの総和をデータの個数で割ったもの
　　分散　　：=var(範囲) データ各値と平均との差の2乗の平均
　　標準偏差　　：=stdev(範囲) 分散の平方根
　　偏差値　　　：(各値−平均)÷標準偏差×10＋50 の式で計算される値
　　最大値　　　：=max(範囲) 範囲内の最大値を求める
　　最小値　　　：=min(範囲) 範囲内の最小値を求める
　　中央値　　　：=median(範囲) 範囲内の中央値を求める
　　四分位数　　：=quartile(範囲,1) =quartile(範囲,3) 範囲内の1/4,3/4の値を求める
　　箱ヒゲ図　　：最大値・第１四分位数・(中央値)・第３四分位数・最小値を表すグラフ

統計用語(関数)の確認-3
　　共分散　　：=covar(範囲1,範囲2) 2つのデータがあり、それぞれの値をxi,xjとする。xiと平均との差とxjと平均との差の積の平均。
　　相関係数　　：=correl(範囲1,範囲2) 共分散をお互いの標準偏差で割った値

統計用語(関数)の確認-4
　　折れ線グラフ　　　：データがどのように変化しているのかといったことを表す。
　　ヒストグラム　　　：データの数が多い場合に、データをある階級に分けて、その階級ごとに数を集計するもの。
　　円グラフ　　　　　：全体の面積を100として、各項目の表す割合を面積で表したもの。
　　棒グラフ　　　　　：棒の長さによって値の大きさを表すグラフ。
　　散布図　　　　　　：データの２つの要素を縦軸横軸上の点として表したもの。



統計用語(関数)の確認-5
　　クロス集計表　　　：複数の属性やカテゴリーにしたがってデータを集計した表。
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知識の確認（データの種類）
　数学の授業で少し統計を習ったと思いますが、統計ソフトを用いて大量のデータを素早く自動化して処理することを学びましょう。
　ここで扱う統計ソフトは「Ｒ」というオープンソースのソフトです。オープンソース(無料)なので、大学生になって卒論を書くときのデータ分析にも活用できますね。

　統計処理の方法やソフトの扱いを学ぶ前にデータの扱いについて学ぼう。
　　質的データ　　　　
　名前などのように量として意味を持たないデータのこと(心理学・看護学・社会学系)
　名義尺度　　　　
　電話番号、生徒番号のように、扱うデータを一つ一つ区別するために割り当てられた番号のこと
　順序尺度　　　　
　何かを基準に並べた場合の順番のように、与えられた順序にのみ意味があるもの

　　量的データ　　　　
　値自体を足したり引いたり出来るデータのこと(自然科学系)
　間隔尺度　　　　
　温度や身長にようにそれぞれの差が意味を持つもの。例えば、「温度が30度から31度へ1度高くなった」「21度から20度へ1度低くなった」という場合の1度は同じ1度である。
　比例尺度　　　　
　間隔だけでなく、比が意味をもつ尺度
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統計用語(関数)の確認-1
　　+　：足し算　　　　-　：引き算　　　　*　：掛け算　　　　/　：割り算　　
　　=mod()　：余り(剰余)　　　　^　：べき乗　

統計用語(関数)の確認-2
　　平均　　：=average(範囲) データの総和をデータの個数で割ったもの
　　分散　　：=var(範囲) データ各値と平均との差の2乗の平均
　　標準偏差　　：=stdev(範囲) 分散の平方根
　　偏差値　　　：(各値−平均)÷標準偏差×10＋50 の式で計算される値
　　最大値　　　：=max(範囲) 範囲内の最大値を求める
　　最小値　　　：=min(範囲) 範囲内の最小値を求める
　　中央値　　　：=median(範囲) 範囲内の中央値を求める
　　四分位数　　：=quartile(範囲,1) =quartile(範囲,3) 範囲内の1/4,3/4の値を求める
　　箱ヒゲ図　　：最大値・第１四分位数・(中央値)・第３四分位数・最小値を表すグラフ

統計用語(関数)の確認-3
　　共分散　　：=covar(範囲1,範囲2) 2つのデータがあり、それぞれの値をxi,xjとする。xiと平均との差とxjと平均との差の積の平均。
　　相関係数　　：=correl(範囲1,範囲2) 共分散をお互いの標準偏差で割った値

統計用語(関数)の確認-4
　　折れ線グラフ　　　：データがどのように変化しているのかといったことを表す。
　　ヒストグラム　　　：データの数が多い場合に、データをある階級に分けて、その階級ごとに数を集計するもの。
　　円グラフ　　　　　：全体の面積を100として、各項目の表す割合を面積で表したもの。
　　棒グラフ　　　　　：棒の長さによって値の大きさを表すグラフ。
　　散布図　　　　　　：データの２つの要素を縦軸横軸上の点として表したもの。



統計用語(関数)の確認-5
　　クロス集計表　　　：複数の属性やカテゴリーに従ってデータを集計した表。




